
 

2015年度岸保賞の受賞者 

 

受賞者：斉藤 和雄（気象研究所予報研究部） 

業績：気象庁非静力学モデルの現業化とメソスケール気象予測の高度化を通した社会貢献 

選定理由： 

 流体力学や熱力学などの物理法則に基づいて将来の大気の状態を定量的に予測する数値

予報は，1960 年代に本格的に実用化され約半世紀を経てきている．この間，気象モデルは

バロトロピックモデルから準地衡風モデル，プリミティブモデルへと，方程式系の近似を順

次取り除きながら，次第にその精度を高めてきた．数値予報モデルにおける大きな近似とし

て，大気の鉛直方向の運動方程式を静力学平衡の式に置き換える静力学近似がある．静力学

近似は，大気の運動のアスペクト比が小さい場合には良い精度で成り立つことが知られて

おり，全球数値予報モデルや気候モデルなどで広く用いられている．しかしながら，メソス

ケールの気象予測に重要な深い対流や局地的な大気の流れを直接表現するためには，静力

学近似を用いない非静力学モデルが必要になる．斉藤和雄氏は，気象研究所予報研究部にお

いて，非静力学モデルの開発を中心になって行い，「メソスケール現象の数値実験および予

測に使用される非静力学モデルの開発」の功績により， 2000年度の日本気象学会賞を受賞

している． 

 その後，斉藤和雄氏は，2001 年から 2004 年に気象庁予報部数値予報課において，自ら

が中心となって開発した非静力学メソスケールモデルの現業化に取り組み，2002 年度から

２年間は数値予報班長として，気象庁における数値予報モデル開発の陣頭指揮にあたった．

自ら重力波や音波，浮力の扱いの変更などの改良を加え，2004年 9月の気象庁非静力学メ

ソスケールモデルの現業化へと導いた，その後も気象庁数値予報課によって，レベル 3 乱

流クロージャモデルの現業モデルへの世界初の導入などの改良が加えられ，降水短時間予

報や航空予報，防災気象情報など気象庁の短期予報業務における最重要な技術基盤となっ

ている．気象庁非静力学モデルは，2012年 8月から運用されている水平格子間隔 2 kmの

気象庁局地モデルにも採用されたほか，気候情報課ヒートアイランド監視報告や気象研究

所での領域気候モデルNHRCMにも用いられている．また香港天文台など海外の気象セン

ターでも現業数値予報に利用されている． 

 斉藤和雄氏は，2004年からは気象研究所予報研究部の室長（2013年からは部長）として，

メソスケールデータ同化とアンサンブル予報をはじめとするメソスケール気象予測の改善

と防災気象情報の高度化に関する研究に取り組み，同氏及びその共同研究者による優れた

研究が論文として発表されてきている．2011 年からは，文部科学省 HPCI（ハイパフォー

マンス・コンピューティング・インフラ）戦略プログラムの研究開発課題「超高精度メソス

ケール気象予測の実証」の課題実施責任者として，京コンピュータによる最先端のメソスケ

ール気象研究を推進している． 

斉藤氏は，国際研究協力にも積極的に参加し，WWRP（世界天気研究計画）の研究開発

プロジェクトである北京オリンピック予報実証研究開発プロジェクトや東南アジア地域の



 

気象災害軽減国際共同研究で大きな成果を挙げるとともに，WWRPメソスケール天気予報

研究作業部会や WMO 福島第一原発事故に関する気象解析技術タスクチームのメンバーと

しても活躍している． 

これらの業績は，岸保賞表彰の趣旨「気象学及び気象技術の発展・向上を通して社会に多

大なる貢献をなした者に対する顕彰」に相応しい． 

以上の理由により，斉藤和雄氏に岸保賞を贈呈するものである。 

 


